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道
教
思
想
研
究
会 

『
太
平
經
鈔
』
甲
部
卷
一
（
三
表
三
行
目
～
三
裏
十
行
目
） 

 
 
 
 
 
 

二
〇
一
四
年
七
月
二
十
六
日 

担
当
‥ 

古
勝 

亮 

  

【
原
文
】 

今
天
地
開
闢
，
淳
風
稍
遠
，
皇
平
氣
隱
，
灾
厲
橫
流
。
上
皇
之
後
，
三
五
以
來
，
兵
疫
水
火
，
更
互
競
興
，

皆
由
億
兆
心
邪
形
僞
，
破
壞
五
德
，
爭
任
六
情
，
肆
兇
逞
暴
，
更
相
侵
淩
，
尊
卑
長
少
，
貴
賤
亂
離
，
致
二

儀
失
序
，
七
曜
違
經
，
三
才
變
異
。
妖
訛
紛
綸
，
神
鬼
交
傷
，
人
物
凋
喪
，
眚
禍
荐
至
，
不
悟
不
悛
，
萬
毒

恣
行
，
不
可
勝
數
。 

 

【
訓
読
】 

今
、
天
地
開
闢
よ
り
、
淳
風
稍
や
遠
く
、
皇
平
の
氣
は
隱
れ
、
灾
厲 

橫
流
す
。
上
皇
の
後
、
三
五
よ
り
以

來
、
兵
・
疫
・
水
・
火
、
更
ご
も
互
い
に
競
い
興
る
は
、
皆
な
億
兆
の
心 

邪
に
し
て
形 

僞
り
、
五
德
を
破

壞
し
、
爭
い
て
六
情
に
任
せ
、
肆
兇
逞
暴
し
、
更
ご
も
相
い
侵
淩
し
、
尊
卑
長
少
、
貴
賤
亂
離
す
る
に
由
り
、

二
儀 

序
を
失
い
、
七
曜 

經
に
違
い
、
三
才 

變
異
す
る
を
致
し
、
妖
訛
紛
綸
し
、
神
鬼
交
ご
も
傷
な
い
、
人

物
凋
喪
し
、
眚
禍
荐
（
し
ば
）
し
ば
至
り
、
悟
ら
ず
悛
（
あ
ら
た
）
め
ず
、
萬
毒
恣
に
行
わ
る
る
こ
と
、
勝

げ
て
數
う
べ
か
ら
ず
。 

 

【
訳
】 

天
地
が
開
闢
し
て
か
ら
（
時
代
は
遷
り
）、
敦
厚
な
風
気
は
遠
い
昔
の
も
の
と
な
り
、
皇
平
の
気
は
隠
れ
、

災
害
や
疫
病
が
横
行
し
た
。
上
皇
の
時
代
の
後
、
三
皇
五
帝
以
降
の
時
代
に
、
戦
争
・
疫
病
・
水
害
・
旱
魃

が
、
そ
れ
ぞ
れ
競
う
よ
う
に
興
っ
た
の
は
、
人
民
の
心
が
邪
（
よ
こ
し
ま
）
で
肉
体
を
傷
つ
け
、
五
徳
を
破

壊
し
、（
喜
・
怒
・
哀
・
楽
・
愛
・
悪
の
）
六
情
の
お
も
む
く
ま
ま
に
ま
か
せ
、
凶
悪
暴
虐
を
尽
く
し
、
互
い

に
侵
犯
し
、
尊
卑
・
長
幼
・
貴
賎
の
分
が
乱
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
陰
陽
の
二
儀
は
秩
序
を
失

い
、
七
つ
の
星
（
日
・
月
・
歳
星
・
熒
惑
・
填
星
・
太
白
・
辰
星
）
は
常
な
ら
ざ
る
運
行
を
し
、
天
・
地
・

人
の
三
才
は
異
変
を
来
た
し
、
虚
妄
怪
誕
が
入
り
乱
れ
、
神
や
鬼
は
人
間
を
傷
つ
け
、
人
々
は
亡
く
な
り
、

災
禍
は
頻
繁
に
発
生
し
た
が
、（
人
民
は
そ
の
状
況
と
原
因
を
）
悟
ら
ず
反
省
し
な
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
害
毒

が
流
行
し
、
そ
れ
ら
は
列
挙
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

○
今
天
地
開
闢
，
淳
風
稍
遠
，
皇
平
氣
隱
，
灾
厲
橫
流 

神
塚
淑
子
「『
太
平
経
』
の
承
負
と
太
平
の
理
論
に
つ
い
て
」（
初
出
は
『
名
古
屋
大
学
教
養
部
紀
要
Ａ
（
人
文
・
社
会
科
学
）』

3
2

号
、1

9
8
8

年
。
の
ち
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』、
創
文
社
、1

9
9
9

年
、3

0
1
-3

3
7

頁
に
収
録
）「
承
負
の
説
は
、『
太
平

経
』
の
理
論
体
系
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
…
…
後
の
世
代
の
人
が
前
の
世
代
の
人
の
犯
し
た
罪
を
「
承
」
け
、

前
の
世
代
の
人
が
後
の
世
代
の
人
に
災
禍
を
「
負
」
わ
せ
て
、
時
代
（
世
代
）
の
前
後
を
通
じ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
伝
え
ら
れ
て
い

く
罪
責
の
連
鎖
が
、
『
太
平
経
』
の
言
う
承
負
で
あ
る
。
こ
の
承
負
は
個
人
の
レ
ベ
ル
で
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
社
会
全

体
の
レ
ベ
ル
で
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。」（3

0
9

頁
）「
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
承
負
は
し
ば
し
ば
「
天
地
開
闢
以
来
」

の
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
其
の
承
負
せ
る
天
地
開
闢
以
来
の
流
災
委
毒
の
謫
」
（
巻
四
一
。『
合
校
』
八
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六
頁
）
と
か
「
天
地
開
闢
已
来
の
帝
王
人
民
の
承
負
」（
巻
三
七
。『
合
校
』
五
四
頁
）「
天
地
開
闢
已
来
の
承
負
の
謫
」（
巻
九

一
。
『
合
校
』
三
六
一
頁
）
と
い
っ
た
表
現
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
過
去
の
歴
史
に
お
い
て
承
負
の
連
鎖
は
一
度
も
断
ち
切

ら
れ
る
こ
と
な
く
綿
々
と
連
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
時
代
を
追
っ
て
累
乗

的
に
加
算
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
政
情
不
安
や
さ
ま
ざ
ま
の
災
厄
は
、
そ
の
激
し
さ
と
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（3

1
1

頁
） 

○
天
地
開
闢 

『
論
衡
』
論
死
「
天
地
開
闢
，
人
皇
以
來
，
隨
壽
而
死
，
若
中
年
夭
亡
，
以
億
萬
數
。」 

○
淳
風
稍
遠 

『
魏
書
』
卷
八
六
・
孝
感
傳
「
經
云
，
孝
，
德
之
本
，
孝
悌
之
至
，
通
於
神
明
。
此
蓋
生
人
之
大
者
。
淳
風

既
遠
，
世
情
雖
薄
，
孔
門
有
以
責
衣
錦
，
詩
人
所
以
思
素
冠
。」（1

8
8
1

） 

『
抱
朴
子
』
外
篇
・
逸
民
「
淳
風
足
以
濯
百
代
之
穢
，
高
操
足
以
激
將
來
之
濁
。」 

○
皇
平
氣
隱 

『
太
平
經
』
卷
四
八
「
願
復
聞
皇
爲
字
者
。
一
日
而
王
，
日
上
一
者
，
天
也
。
天
者
數
一
，
天
得
日
，
昭
然

大
明
則
王
，
故
爲
字
一
與
日
王
并
合
，
成
皇
字
也
。
一
爲
天
，
天
亦
君
長
也
，
日
亦
君
長
也
，
王
亦
君
長
也
。

三
君
長
相
得
成
字
，
名
爲
皇
。
皇
者
，
乃
言
其
神
盛
煌
煌
，
故
名
爲
皇
也
。
皇
天
下
第
一
無
復
能
上
者
也
。

善
哉
善
哉
，
師
幸
哀
開
以
皇
字
，
願
聞
其
太
平
氣
之
字
。
太
者
，
大
也
。
廼
言
其
積
大
行
如
天
，
凡
事
大
也
，

無
復
大
於
天
者
也
。
平
者
，
乃
言
其
治
太
平
均
，
凡
事
悉
理
，
無
復
姦
私
也
。
平
者
，
比
若
地
居
下
，
主
執

平
也
，
地
之
執
平
也
。
比
若
人
種
善
得
善
，
種
惡
得
惡
，
人
與
之
善
用
力
，
多
其
物
。
子
好
善
，
人
與
之
鮮
，

鮮
其
物
惡
也
。
氣
者
，
乃
言
天
氣
悦
喜
下
生
，
地
氣
順
喜
上
養
。
氣
之
法
行
於
天
下
地
上
，
陰
陽
相
得
，
交

而
爲
和
，
與
中
和
氣
三
合
，
共
養
凡
物
，
三
氣
相
愛
相
通
，
無
復
有
害
者
。
太
者
大
也
，
平
者
正
也
，
氣
者

主
養
以
通
和
也
。
得
此
以
治
，
太
平
而
和
，
且
大
正
也
。
故
言
太
平
氣
至
也
。」（1

4
7

～1
4
8

） 

『
太
平
經
鈔
』
庚
部
卷
七
「
故
理
欲
疾
平
者
，
務
斷
分
爭
，
刑
罰
倡
樂
爲
先
，
皇
平
之
氣
立
至
矣
。」 

○
灾
厲
橫
流 

『
中
論
』
暦
數
「
於
是
陰
陽
調
和
，
災
厲
不
作
。」 

『
孟
子
』
滕
文
公
上
「
當
堯
之
時
，
天
下
猶
未
平
，
洪
水
橫
流
，
氾
濫
於
天
下
，
草
木
暢
茂
，
禽
獸
繁
殖
，

五
穀
不
登
，
禽
獸
偪
人
，
獸
蹄
鳥
迹
之
道
交
於
中
國
。」 

『
文
選
』
卷
一
九
・
謝
靈
運
「
述
祖
德
詩
」「
中
原
昔
喪
亂
，
喪
亂
豈
解
已
。
…
萬
邦
咸
震
懾
，
橫
流
賴
君
子
。
」

李
善
注
「
懾
，
懼
也
。
謝
靈
運
「
山
居
賦
」
自
注
曰
‥
「
余
祖
車
騎
建
大
功
，
淮
、
肥
左
右
，
得
免
橫
流
之

禍
。」」 

『
無
上
秘
要
』
卷
九
九
・
昇
太
清
品
「
大
百
六
度
厄
寶
命
長
存
符
」（
右
出
『
洞
眞
青
要
紫
書
經
』）「
黄
書
白

絹
，
佩
之
左
肘
，
千
妖
萬
精
，
疫
癘
橫
流
，
災
所
不
傷
，
保
身
長
命
，
壽
同
天
地
。
佩
之
九
年
，
白
日
飛
昇

太
清
。」 

○
上
皇
之
後
，
三
五
以
來 

神
塚
前
掲
論
文
（
頁
数
は
前
掲
書
）「『
太
平
経
』
に
お
い
て
は
遠
い
過
去
の
時
代
に
理
想
の
世
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
考
え

方
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
宇
宙
と
人
間
と
を
通
貫
し
て
完
全
な
理
想
の
状
態
が
現
出
し
て
い
た
そ
の
遠
い
過
去
の
世
の
こ
と
を
、

『
太
平
経
』
で
は
単
に
「
古
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
「
上
古
」「
太
古
」「
上
皇
之
時
」
と
い
う
呼
び
方
を
す
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
五
帝
・
三
王
・
五
覇
の
世
に
対
し
て
「
三
皇
」
の
世
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
天
地
開
闢
の
時
点
か
ら
あ
ま
り
遠
く

は
隔
た
ら
な
い
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
の
過
去
の
時
間
（
以
下
の
文
で
は
便
宜
上
「
上
古
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
）
こ
そ
、

『
太
平
経
』
が
想
定
す
る
理
想
の
世
の
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る
。」（3

0
3

頁
）「
人
間
の
最
大
の
幸
福
を
天
地
万
物
と
の
融
合
の
中
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に
見
出
し
、
人
類
の
歴
史
の
始
源
の
時
点
に
そ
う
し
た
理
想
が
達
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
う
し
た
道
家
の
見
方
が
、
以
後

の
人
類
の
歴
史
を
下
降
と
衰
退
の
流
れ
と
し
て
捉
え
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、『
太
平
経
』
に
お
い
て
も
、
歴
史
の
経
過
は
と
り

も
な
お
さ
ず
下
降
と
衰
退
の
過
程
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。『
太
平
経
』
で
は
歴
史
の
時
代
区
分
と
し
て
、「
上
古
」「
中
古
」

「
下
古
」
の
三
区
分
法
と
、「
三
皇
」「
五
帝
」「
三
王
」「
五
覇
」
の
四
区
分
法
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
理
想
の

実
現
さ
れ
て
い
た
「
上
古
」「
三
皇
」
の
時
代
か
ら
、
時
を
経
て
し
だ
い
に
世
は
衰
退
し
、
今
の
「
下
古
」「
五
覇
」
の
世
に
至

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。（
注1

5

「『
太
平
経
』
の
中
で
は
「
三
皇
」
は
「
五
帝
」
以
下
に
対
し
て
理
想
の
世
と
さ
れ
る
の

が
普
通
で
あ
る
が
、
ご
く
例
外
的
に
、
「
三
皇
」
を
「
上
皇
」「
中
皇
」「
下
皇
」
の
三
つ
に
分
け
て
、
そ
の
中
で
や
は
り
下
降

の
過
程
が
あ
っ
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。」）
…
…
三
皇
→
五
帝
→
三
王
→
五
覇
と
い
う
歴
史
の
過
程
は
「
真
道
」
の
喪
失
の
過

程
で
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
君
主
の
寿
命
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
…
…
総
じ
て
言
え
ば
、
三
皇
の
世
は
「
道
」

に
よ
る
教
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
五
帝
の
世
は
「
徳
」
に
よ
る
教
化
、
三
王
の
世
は
「
文
」
に
よ
る
教
化
、
五
覇
の
世

は
「
武
」
に
よ
る
教
化
と
い
う
具
合
に
、
し
だ
い
に
堕
落
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」（3

0
7

～3
0

8

頁
） 

○
兵
疫
水
火 

孟
安
排
『
道
教
義
樞
』
卷
九
・
五
濁
義
「
義
曰
‥
五
濁
者
，
時
代
下
衰
，
衆
生
多
惱
，
亦
澆
浮
之
事
，
明
塵

累
之
由
，
欲
令
出
三
界
之
樊
籠
，
入
一
源
之
妙
域
，
此
其
致
也
。
釋
曰
‥
一
，
煩
惱
濁
者
，
謂
是
通
欲
，
惱

累
行
人
，
故
名
爲
惱
。
二
，
見
濁
者
，
謂
是
別
欲
，
分
別
取
著
，
故
名
爲
見
。
三
，
命
濁
者
，
語
其
短
促
色

心
連
持
，
故
名
爲
命
。
四
，
生
死
濁
者
，
謂
是
衆
生
生
處
非
一
，
故
名
衆
生
生
必
滅
壞
。
五
，
時
運
濁
者
，

明
末
世
澆
漓
，
三
災
所
起
，
刼
命
使
然
，
故
名
時
運
。
經
云
‥
憐
愍
將
來
，
劫
運
多
惱
，
水
火
兵
災
，
種
種

疾
病
。
…
…
又
三
災
義
者
，
兵
、
病
、
水
火
也
。『
本
際
經
』
云
‥
兵
戈
水
火
，
毒
疫
災
害
，
若
陽
九
、
百
六

小
劫
之
會
，
有
此
三
災
。
又
云
‥
以
刀
兵
爲
劫
，
以
大
病
爲
劫
，
以
水
火
爲
劫
，
此
則
三
災
所
起
，
三
小
劫

末
也
。
又
云
‥
一
小
劫
末
，
具
此
三
災
。
經
戒
云
‥
水
火
之
災
者
，
此
兵
病
萬
姓
，
水
火
蕩
汰
。
然
陽
九
、

百
六
。
又
有
大
小
。
陸
先
生
云
‥
四
百
五
十
六
歳
爲
陽
九
，
而
十
陽
九
，
四
千
五
百
六
十
歳
爲
一
元
，
有
此

三
災
也
。
三
百
六
十
歳
爲
百
六
，
亦
有
此
災
。
此
小
陽
九
、
百
六
也
。
若
四
萬
五
千
六
百
歳
爲
陽
九
元
，
三

千
六
百
歳
爲
百
六
周
。
此
大
陽
九
、
百
六
也
。『
天
地
運
度
經
』
云
‥
三
千
三
百
年
爲
小
陽
九
、
小
百
六
，
九

萬
九
千
九
百
年
爲
大
陽
九
、
大
百
六
。
天
戹
謂
之
陽
九
，
地
戹
謂
之
百
六
也
。
」 

○
億
兆
心
邪
形
僞 

『
尚
書
』
泰
誓
中
「
受
有
億
兆
夷
人
，
離
心
離
德
。（
孔
傳
‥
平
人
，
凡
人
也
。
雖
多
而
執
心
用
德
不
同
。）

予
有
亂
臣
十
人
，
同
心
同
德
。（
我
治
理
之
。
臣
雖
少
而
心
德
同
。）」（1

5
5

上
） 

『
太
平
經
鈔
』
己
部
卷
六
「
下
古
人
心
邪
蔽
，
不
若
太
上
古
之
三
皇
，
人
心
質
朴
，
心
意
專
一
，
各
樂
稱
天

心
，
而
忠
信
不
欺
其
上
，
故
可
無
文
也
。」 

○
破
壞
五
德 

「
五
德
」
が
指
す
も
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
る
。 

『
文
選
』
卷
四
八
・
班
固
「
典
引
」「
肇
命
民
主
，
五
德
初
始
。」
李
善
注
「
民
主
者
，
天
子
也
。
…
…
五
德
，

五
行
之
德
。
自
伏
羲
已
下
，
帝
王
相
代
，
各
據
其
一
行
，
始
於
木
，
終
於
水
，
則
復
始
也
。」 

『
論
語
』
學
而
「
子
貢
曰
，
夫
子
溫
、
良
、
恭
、
儉
、
讓
以
得
之
。
夫
子
之
求
之
也
，
其
諸
異
乎
人
之
求
之

與
。」
集
解
「
鄭
曰
‥
言
夫
子
行
此
五
德
而
得
之
，
與
人
求
之
異
，
明
人
君
自
與
之
。」 

○
爭
任
六
情 

『
白
虎
通
』
性
情
「
六
情
者
何
謂
也
。
喜
、
怒
、
哀
、
樂
、
愛
、
惡
，
謂
六
情
，
所
以
扶
成
五
性
。
性
所
以

五
，
情
所
以
六
者
何
。
人
本
含
六
律
五
行
氣
而
生
，
故
内
有
五
藏
六
府
，
此
情
性
之
所
由
出
入
也
。」（
疏
證

3
8
2

） 
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『
雲
笈
七
籤
』
卷
十
・
老
君
太
上
虛
無
自
然
本
起
經
「
六
情
者
，
謂
形
識
知
痛
癢
，
欲
得
細
滑
。
耳
聞
聲
，

心
樂
之
；
目
見
色
，
心
欲
之
；
鼻
聞
香
，
心
逐
臭
；
口
得
味
，
心
便
喜
；
身
得
細
滑
衣
被
，
心
便
利
之
；
得

所
愛
，
心
便
悦
之
。
坐
此
六
情
以
喪
，
故
復
名
六
情
喪
人
。」（1

7
8

） 

※
道
教
の
「
六
情
」（
眼
・
耳
・
鼻
・
口
・
身
・
心
）
は
、
仏
教
の
「
六
根
」（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
に
相
当
。 

○
肆
兇
逞
暴 

『
晉
書
』
列
傳
第
三
七
・
溫
嶠
傳
「
逆
賊
肆
凶
，
陵
蹈
宗
廟
，
火
延
宮
掖
，
矢
流
太
極
，
二
御
幽
逼
，
宰
相

困
迫
，
殘
虐
朝
士
，
劫
辱
子
女
。」（1

7
9
1

） 

『
晉
書
』
列
傳
第
六
七
・
四
夷
傳
論
「
既
而
沸
脣
成
俗
，
鳴
鏑
爲
羣
，
振
鴞
響
而
挻
災
，
恣
狼
心
而
逞
暴
。」

（2
5
5
1

） 

○
更
相
侵
淩 

『
墨
子
』
天
志
下
「
今
天
下
之
諸
侯
，
將
猶
皆
侵
凌
攻
伐
兼
并
此
，
爲
殺
一
不
辜
人
者
，
數
千
萬
矣
。」 

○
尊
卑
長
少
，
貴
賤
亂
離 

『
詩
』
小
雅
・
四
月
「
秋
日
淒
淒
，
百
卉
具
腓
。（
傳
‥
淒
淒
，
涼
風
也
。
卉
，
草
也
。
腓
，
病
也
。
箋
云
‥

具
，
猶
皆
也
。
涼
風
用
事
而
衆
草
皆
病
，
興
貪
殘
之
政
行
而
萬
民
困
病
。
）
亂
離
瘼
矣
，
爰
其
適
歸
。（
離
，

憂
。
瘼
，
病
。
適
，
之
也
。
箋
云
，
爰
，
曰
也
。
今
政
亂
，
國
將
有
憂
病
者
矣
。
曰
此
禍
其
所
之
歸
乎
，
言

憂
病
之
禍
，
必
自
之
歸
爲
亂
。」（4

4
2

下
） 

○
二
儀
失
序 

『
晉
書
』
卷
二
三
・
樂
志
下
「
及
武
帝
受
禪
，
乃
令
傅
玄
製
爲
二
十
二
篇
，
亦
述
以
功
德
代
魏
。
…
…
改
上

之
回
爲
宣
輔
政
，
言
宣
帝
聖
道
深
遠
，
撥
亂
反
正
，
網
羅
文
武
之
才
，
以
定
二
儀
之
序
也
。」（7

0
2

） 

陳
武
帝
「
哀
策
文
」（『
藝
文
類
聚
』
卷
一
四
）「
翠
龜
負
字
，
赤
雀
銜
書
。
謳
歌
適
夏
，
禮
樂
遷
虞
。
負
扆
正

位
，
升
壇
受
圖
。
二
儀
協
序
，
五
緯
同
符
。
門
歌
麟
趾
，
室
詠
騶
虞
。」（2

7
2

～2
7
3

） 

『
周
易
』
繋
辭
上
「
是
故
易
有
太
極
，
是
生
兩
儀
，
兩
儀
生
四
象
，
四
象
生
八
卦
，
八
卦
定
吉
凶
，
吉
凶
生

大
業
。」 

○
七
曜
違
經 

『
穀
梁
傳
』
范
寧
序
「
是
以
妖
災
因
釁
而
作
，
民
俗
染
化
而
遷
，
陰
陽
爲
之
愆
度
，
七
耀
爲
之
盈
縮
，
川
岳

爲
之
崩
竭
，
鬼
神
爲
之
疵
厲
。」
楊
士
勛
疏
「
謂
之
七
曜
者
，
日
月
五
星
，
皆
照
天
下
，
故
謂
之
七
曜
。
五
星

者
，
即
東
方
歳
星
，
南
方
熒
惑
，
西
方
太
白
，
北
方
辰
星
，
中
央
鎮
星
是
也
。
」 

『
通
志
』
卷
三
九
・
天
文
略
・
七
曜
「
日
，
循
黄
道
東
行
，
一
日
一
夜
行
一
度
，
三
百
六
十
五
日
有
奇
而
周

天
。
…
。
月
者
太
陰
之
精
也
。
…
。
歳
星
曰
東
方
、
春
、
木
，
於
人
五
常
仁
也
，
五
事
貌
也
。
…
。
熒
惑
曰

南
方
、
夏
、
火
、
禮
也
。
…
。
填
星
曰
中
央
、
季
夏
、
土
、
信
也
、
思
心
也
。
…
。
太
白
曰
西
方
、
秋
、
金
、

義
也
、
言
也
。
…
。
辰
星
曰
北
方
、
冬
、
水
、
智
也
、
聽
也
。」 

『
宋
書
』
卷
六
九
・
劉
湛
傳
「
比
年
七
曜
違
度
，
震
蝕
表
災
，
侵
陽
之
徴
，
事
符
幽
顯
。」
（1

8
1
7

） 

○
妖
訛
紛
綸 

『
抱
朴
子
』
明
本
「
是
以
眞
人
徐
徐
於
民
間
，
不
促
促
於
登
遐
耳
。
末
俗
偸
薄
，
雕
僞
彌
深
，
玄
淡
之
化
廢
，

而
邪
俗
之
黨
繁
，
既
不
信
道
，
好
爲
訕
毀
，
謂
眞
正
爲
妖
訛
，
以
神
仙
爲
誕
妄
。」 

『
史
記
』
卷
一
一
七
・
司
馬
相
如
傳
「
伊
上
古
之
初
肇
，
自
昊
穹
兮
生
民
，
歴
撰
列
辟
，
以
迄
于
秦
。
率
邇

者
踵
武
，
逖
聽
者
風
聲
。
紛
綸
葳
蕤
，
堙
滅
而
不
稱
者
，
不
可
勝
數
也
。」（3

0
6
4

～3
0
6
5

） 

○
神
鬼
交
傷 

『
老
子
』
第
六
〇
章
・
河
上
公
注
「
治
大
國
若
烹
小
鮮
。
以
道
蒞
天
下
，
其
鬼
不
神
。（
以
道
德
居
位
治
天
下
，
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則
鬼
不
敢
見
其
精
神
以
犯
人
也
。）
非
其
鬼
不
神
，
其
神
不
傷
人
。（
其
鬼
非
無
精
神
，
邪
不
入
正
，
不
能
傷

自
然
之
人
。）
非
其
神
不
傷
人
，
聖
人
亦
不
傷
人
。（
非
鬼
神
不
能
傷
害
人
。
以
聖
人
在
位
，
不
傷
害
人
，
故

鬼
不
敢
干
之
也
。）
夫
兩
不
相
傷
，（
鬼
與
聖
人
倶
兩
不
相
傷
也
。）
故
德
交
歸
焉
。（
夫
兩
不
相
傷
，
人
得
治

於
陽
，
鬼
得
治
於
陰
，
人
得
全
其
性
命
，
鬼
得
保
其
精
神
，
故
德
交
歸
焉
。）」
（2

3
5

～2
3
6

） 

王
弼
注
「
治
大
國
若
烹
小
鮮
。
以
道
莅
天
下
，
其
鬼
不
神
。（
治
大
國
則
若
烹
小
鮮
，
以
道
莅
天
下
，
則
其
鬼

不
神
也
。）
非
其
鬼
不
神
，
其
神
不
傷
人
。（
神
不
害
自
然
也
。
物
守
自
然
，
則
神
無
所
加
。
神
無
所
加
，
則

不
知
神
之
爲
神
也
。）
非
其
神
不
傷
人
，
聖
人
亦
不
傷
人
。（
道
洽
則
神
不
傷
人
，
神
不
傷
人
則
不
知
神
之
爲

神
。
道
洽
則
聖
人
亦
不
傷
人
，
聖
人
不
傷
人
，
則
不
知
聖
人
之
爲
聖
也
。
猶
云
不
知
神
之
爲
神
，
亦
不
知
聖

人
之
爲
聖
也
。
夫
恃
威
網
以
使
物
者
，
治
之
衰
也
。
使
不
知
神
聖
之
爲
神
聖
，
道
之
極
也
。）
夫
兩
不
相
傷
，

故
德
交
歸
焉
。（
神
不
傷
人
，
聖
人
亦
不
傷
人
。
聖
人
不
傷
人
，
神
亦
不
傷
人
。
故
兩
不
相
傷
也
。
神
聖
合
道
，

交
歸
之
也
。）」（
校
釋1

5
7

～1
5
8

） 

○
人
物
凋
喪 

『
宋
書
』
卷
九
五
・
索
虜
傳
論
「
元
康
以
後
，
風
雅
雕
喪
，
五
胡
遞
襲
，
翦
覆
諸
華
。
」（2

3
5
8

） 

『
周
書
』
卷
二
三
・
蘇
綽
傳
「
然
世
道
彫
喪
，
已
數
百
年
。
大
亂
滋
甚
，
且
二
十
歳
。」（3

8
4

） 

○
眚
禍
荐
至 

『
史
記
』
卷
二
六
・
暦
書
「
少
暤
氏
之
衰
也
，
九
黎
亂
德
，
民
神
雜
擾
，
不
可
放
物
，
禍
菑
薦
至
，
莫
盡
其

氣
。」（1

2
5
7

） 

○
不
悟
不
悛 

『
魏
書
』
卷
九
九
・
沮
渠
蒙
遜
傳
「
若
親
率
羣
臣
，
委
贄
郊
迎
，
謁
拜
馬
首
，
上
策
也
；
六
軍
既
臨
，
面
縛

輿
櫬
，
又
其
次
也
。
如
其
守
迷
窮
城
，
不
時
悛
悟
，
身
死
族
滅
，
爲
世
大
戮
。
宜
思
厥
中
，
自
求
多
福
也
。」 

  

【
原
文
】 

大
惡
有
四
，
兵
、
病
、
水
、
火
。
陽
九
一
周
，
陰
孤
盛
則
水
溢
；
百
六
一
帀
，
陽
偏
興
則
火
起
。
自
堯
以

前
，
不
復
須
述
，
從
唐
以
後
，
今
略
陳
之
，
宜
諦
憶
識
，
急
營
防
避
。
堯
水
之
後
，
湯
火
爲
灾
，
此
後
徧
地

小
小
水
火
，
罪
重
隨
招
，
非
大
陽
九
、
大
百
六
也
。
大
九
六
中
，
必
有
大
小
甲
申
，
甲
申
爲
期
，
鬼
對
人
也
。

灾
有
重
輕
，
罪
福
厚
薄
，
年
地
既
異
，
推
移
不
同
。
中
人
之
中
，
依
期
自
至
，
中
之
上
下
，
可
上
可
下
，
上

下
進
退
，
升
降
無
定
。
爲
惡
則
促
，
爲
善
則
延
。
未
能
精
進
，
不
能
得
道
。
正
可
申
期
，
隨
功
多
少
。
是
以

百
六
陽
九
，
或
先
或
後
，
常
數
大
暦
，
准
擬
淺
深
。 

 

【
訓
読
】 

大
惡
に
四
あ
り
、
兵
・
病
・
水
・
火
な
り
。
陽
九 

一
た
び
周
（
め
ぐ
）
り
、
陰 

孤
り
盛
ん
な
れ
ば
則
ち

水
溢
れ
、
百
六 

一
た
び
帀
（
め
ぐ
）
り
、
陽 

偏
え
に
興
ら
ば
則
ち
火
起
こ
る
。
堯
自
り
以
前
は
、
復
た
び

述
ぶ
る
を
須
（
も
ち
）
い
ず
、
唐
從
り
以
後
、
今
略
（
お
よ
）
そ
之
を
陳
ぶ
、
宜
し
く
諦
か
に
憶
識
し
、
急

ぎ
防
避
を
營
む
べ
し
。
堯
水
の
後
、
湯
火 

灾
を
爲
し
、
此
の
後
、
徧
地
に
小
小
の
水
火
あ
り
、
罪
重
に
隨
招

す
る
も
、
大
陽
九
・
大
百
六
に
は
非
ざ
る
な
り
。
大
九
六
中
に
、
必
ず
大
小
の
甲
申
あ
り
、
甲
申
を
期
と
爲

し
、
鬼 

人
に
對
す
る
な
り
。
灾
に
重
輕
有
り
、
罪
福
に
厚
薄
あ
り
、
年
地
既
に
異
な
り
、
推
移
す
る
は
同
じ

か
ら
ず
。
中
人
の
中
は
、
期
に
依
り
て
自
ら
至
り
、
中
の
上
下
、
上
る
べ
く
下
る
べ
く
、
上
下
進
退
し
、
升

降
す
る
に
定
め
な
し
。
惡
を
爲
さ
ば
則
ち
促
（
み
じ
か
）
く
、
善
を
爲
さ
ば
則
ち
延
ぶ
。
未
だ
能
く
精
進
せ
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ざ
れ
ば
、
道
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
正
に
期
を
申
ば
す
べ
き
も
、
功
の
多
少
に
隨
う
。
是
こ
を
以
て
百
六
・

陽
九
、
或
い
は
先
ん
じ
或
は
後
に
し
、
常
數
大
暦
、
淺
深
を
准
擬
す
。 

 

【
訳
】 

大
き
な
災
厄
に
は
四
つ
あ
り
、
戦
争
・
疫
病
・
水
害
・
旱
魃
で
あ
る
。
陽
九
（
陽
災
）
が
一
回
り
す
る
と
、

陰
気
だ
け
が
盛
ん
に
な
り
水
が
溢
れ
出
し
、
百
六
（
陰
災
）
が
一
回
り
す
る
と
、
陽
気
だ
け
が
興
り
火
が
起

こ
る
。
堯
よ
り
以
前
の
（
太
古
の
平
和
な
時
代
の
）
こ
と
は
述
べ
る
必
要
も
な
い
が
、
陶
唐
氏
（
堯
）
以
後

の
歴
史
を
簡
略
に
述
べ
る
の
で
、
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
お
い
て
、
急
い
で
（
災
厄
を
）
防
ぎ
避
け
よ
。
堯

が
水
害
に
苦
し
ん
だ
後
、
商
湯
で
は
旱
魃
が
災
い
を
な
し
た
が
、
こ
の
後
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
小
さ
な
水
害
・

旱
魃
が
起
こ
っ
た
り
、
そ
れ
ら
は
重
い
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
依
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
大
陽
九
・
大
百
六
で
は

な
か
っ
た
。
大
陽
九
・
大
百
六
の
場
合
は
、
必
ず
大
小
の
甲
申
が
あ
り
、
甲
申
の
歳
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
、

鬼
が
人
に
災
い
を
為
す
の
で
あ
る
。
災
厄
に
は
軽
重
が
あ
り
、
罪
や
福
に
も
程
度
の
差
が
あ
り
、
そ
の
起
こ

る
年
や
場
所
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
移
り
変
わ
り
も
一
様
で
は
な
い
。
中
人
の
な
か
の
中
庸
の
者
は
、
甲
申
の

歳
が
来
れ
ば
現
れ
る
。
中
人
の
う
ち
上
や
下
の
者
は
、
上
に
行
っ
た
り
下
に
行
っ
た
り
し
て
、
上
下
・
進
退
・

昇
降
に
は
定
ま
り
が
な
い
。
悪
行
を
行
え
ば
（
災
厄
を
も
た
ら
す
甲
申
が
や
っ
て
く
る
）
サ
イ
ク
ル
は
縮
ま

り
、
善
行
を
行
え
ば
（
災
厄
を
も
た
ら
す
甲
申
が
や
っ
て
来
る
）
サ
イ
ク
ル
は
延
び
る
。
精
進
し
な
け
れ
ば

道
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
大
陽
九
・
大
百
六
の
来
る
甲
申
の
）
時
期
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ

れ
は
修
行
の
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、（
あ
る
人
に
）
百
六
・
陽
九
（
が
や
っ
て
来
る
時
期
）
は

時
間
的
に
前
後
し
た
り
す
る
し
、不
変
の
法
則
や
大
き
な
暦
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、（
あ
る
人
が
遭
遇
す
る
）

災
厄
の
深
浅
は
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

○
大
惡
有
四
，
兵
、
病
、
水
、
火 

前
掲
「
兵
疫
水
火
」
の
注
、
参
照
。 

○
陽
九
一
周
，
陰
孤
盛
則
水
溢
；
百
六
一
帀
，
陽
偏
興
則
火
起 

「
陽
九
」「
百
六
」
は
、
金
志
玹
先
生
レ
ジ
ュ
メ
（
二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
）
二
頁
の
注
、
参
照
。 

『
漢
書
』
律
暦
上
「『
易
九
戹
』
曰
‥
初
入
元
，
百
六
，
陽
九
；
次
三
百
七
十
四
，
陰
九
；
次
四
百
八
十
，
陽

九
（
孟
康
曰
‥
「
易
傳
也
。
所
謂
陽
九
之
戹
，
百
六
之
會
者
也
。
初
入
元
百
六
歳
有
戹
者
，
則
前
元
之
餘
氣

也
，
若
餘
分
為
閏
也
。
易
爻
有
九
六
七
八
，
百
六
與
三
百
七
十
四
，
六
乘
八
之
數
也
，
六
八
四
十
八
，
合
為

四
百
八
十
歳
也
。」）； 

次
七
百
二
十
，
陰
七
；
次
七
百
二
十
，
陽
七
；
次
六
百
，
陰
五
；
次
六
百
，
陽
五
； 

次

四
百
八
十
，
陰
三
；
次
四
百
八
十
，
陽
三
。
凡
四
千
六
百
一
十
七
歳
，
與
一
元
終
。
經
歳
四
千
五
百
六
十
，

災
歳
五
十
七
。」（9

8
4

） 

※4
6
1
7

年
で
一
元
。4

6
1
7

＝
常
歳4

5
6
0

年
＋
災
歳5

7

年
。1

元
の
間
に
、
陽
厄
が3

3

年
、
陰
厄
が2

4

年
、
併
せ
て5

7

年
。
陽
厄
は
旱
災
、
陰
厄
は
水
災
。 

1
0

6

＋9

（
陽
九
）
＋3
7

4

＋9

（
陰
九
）
＋4

8
0

＋9

（
陽
九
）
＋7

2
0

＋7

（
陰
七
）
＋7

2
0

＋7

（
陽
七
）
＋6

0
0

＋5

（
陰
五
）

＋6
0
0

＋5

（
陽
五
）
＋4

8
0

＋3

（
陰
三
）
＋4

8
0

＋3

（
陽
三
）
＝4

6
1
7
 

た
だ
し
、『
太
平
經
鈔
』
で
は
、「
陽
九
」
を
陽
災
、「
百
六
」
を
陰
災
と
考
え
て
い
る
。 

『
雲
笈
七
籤
』
卷
二
・
混
元
混
洞
開
闢
劫
運
部
・
劫
運
「
又
『
靈
寳
天
地
運
度
經
』
云
‥
靈
寳
自
然
運
度
，

有
大
陽
九
、
大
百
六
也
，
小
陽
九
、
小
百
六
也
。
三
千
三
百
年
爲
小
陽
九
、
小
百
六
也
，
九
千
九
百
年
爲
大
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陽
九
、
大
百
六
也
。
夫
天
戹
謂
之
陽
九
也
；
地
虧
謂
之
百
六
也
。
至
金
天
氏
之
後
，
甲
申
之
歳
，
是
其
天
地

運
度
否
泰
所
終
，
陽
九
、
百
六
會
。
至
時
，
道
德
方
明
，
兇
醜
頓
肆
〔
除
〕
，
聖
君
受
任
於
壬
辰
之
年
也
。」

（2
4

） 

前
掲
の
『
道
教
義
樞
』
卷
十
「
五
濁
義
」
も
参
照
。 

※
『
太
平
経
』
に
お
け
る
災
厄
観
―
災
異
思
想
的
災
厄
観
と
天
文
暦
法
的
災
厄
観
― 

神
塚
前
掲
論
文
「
こ
の
よ
う
に
『
太
平
経
』
の
承
負
の
説
は
漢
代
の
災
異
思
想
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
…
と
こ
ろ
で
、
漢
代
に
お
い
て
災
厄
の
こ
と
を
説
く
も
の
と
し
て
、
災
異
思
想
の
他
に
陽
九
百
六
の
説
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

災
異
思
想
が
政
治
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
然
界
の
陰
陽
二
気
の
周
期
的
な
運
動
に
注
目
し
た
天
文
暦
法
的
発
想
と
関
連
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
太
平
経
』
の
承
負
の
説
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
…
…
『
太
平
経
』
に
お
い
て

は
、
災
厄
の
原
因
に
つ
い
て
の
二
と
お
り
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
災
厄
は
人
間
と
し
て
の
悪
し
き
行
為
の
結
果
と
し
て
起
こ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
天
体
の
運
行
と
い
っ
た
自
然
界
の
気
の
周
期
的
な
め
ぐ
り
と
し
て
起
こ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
巻
九
二
〈
万
二
千
国
始
火
始
気
訣
〉
に
見
え
る
。〔
注3

9

「
願
請
問
天
地
開
闢
以
來
，
人

或
烈
病
而
死
盡
，
或
水
而
死
盡
，
或
兵
而
死
盡
。
願
聞
其
意
，
何
所
犯
坐
哉
。
將
悉
天
地
之
際
會
邪
，
承
負
之
厄
耶
。
然
，
古

今
之
文
多
說
為
天
地
陰
陽
之
會
，
非
也
，
是
皆
承
負
厄
也
。
天
氣
中
和
氣
怒
，
神
靈
戰
鬬
。
烈
病
而
死
者
，
天
伐
除
之
。
水
而

死
者
，
地
伐
除
之
。
兵
而
死
者
，
人
伐
除
也
」（『
合
校
』
三
七
〇
－
三
七
一
頁
）。〕
…
…
こ
こ
で
は
、
人
が
死
に
絶
え
る
ほ
ど

の
大
き
な
三
つ
の
災
厄
―
病
・
水
・
兵
―
は
、
い
ず
れ
も
承
負
の
厄
す
な
わ
ち
人
が
天
地
中
和
の
気
を
怒
ら
せ
る
大
罪
を
犯
し

た
結
果
と
し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
「
天
地
陰
陽
の
会
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
天
か
ら
の
使
者
で
あ
る
天
師
が
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
、
天
師
は
天
地
の
際
会
と
人
の
世
の
災
厄
が
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
」（3

1
4

～

3
1

6

頁
） 

○
急
營
防
避 

『
禮
記
』
大
學
「
生
財
有
大
道
。
生
之
者
衆
，
食
之
者
寡
，
爲
之
者
疾
，
用
之
者
舒
，
則
財
恆
足
矣
。」
疏
「
生

之
者
衆
者
，
謂
爲
農
桑
多
也
。
食
之
者
寡
者
，
謂
減
省
無
用
之
費
也
。
爲
之
者
疾
者
，
謂
百
姓
急
營
農
桑
事

業
也
。
用
之
者
舒
者
，
謂
君
上
緩
於
營
造
費
用
也
。」（9

9
1

下
） 

『
宋
書
』
卷
七
三
・
顔
延
之
傳
「
衰
沒
畏
遠
，
忌
聞
影
迹
，
又
蒙
蔽
其
善
，
毀
之
無
度
，
心
短
彼
能
，
私
樹

己
拙
，
自
崇
恒
輩
，
罔
顧
高
識
，
有
人
至
此
，
實
蠹
大
倫
。
毎
思
防
避
，
無
通
閭
伍
。」（1

9
0
0

） 

○
堯
水
之
後 

『
尚
書
』
堯
典
「
帝
曰
，
咨
四
岳
（
孔
傳
‥
四
岳
，
即
上
羲
、
和
之
四
子
，
分
掌
四
岳
之
諸
侯
，
故
稱
焉
），

湯
湯
洪
水
方
割
（
湯
湯
，
流
貌
。
洪
，
大
。
割
，
害
也
。
言
大
水
方
方
為
害
。
湯
音
傷
，
洪
音
戸
工
反
），
蕩

蕩
懷
山
襄
陵
，
浩
浩
滔
天
（
蕩
蕩
，
言
之
奔
突
有
所
滌
除
。
懷
，
包
。
襄
，
上
也
。
包
山
上
陵
。
浩
浩
，
盛

大
，
若
漫
天
。
浩
，
胡
老
反
。
滌
，
大
歷
反
。
上
，
時
掌
反
）。
下
民
其
咨
。
有
能
俾
乂
（
俾
，
使
。
乂
，
治

也
。
言
民
咨
嗟
憂
愁
，
病
水
困
苦
，
故
問
四
岳
，
有
能
治
者
將
使
之
。
俾
，
必
爾
反
）。
僉
曰
，
於
鯀
哉
（
僉
，

皆
也
。
鯀
，
崇
伯
之
名
，
朝
臣
擧
之
。
僉
，
七
廉
反
，
又
七
劍
反
。
於
音
烏
。
鯀
，
故
本
反
，
馬
云
禹
父
也
。

朝
，
直
遙
反
）。
帝
曰
，
吁
咈
哉
，
方
命
圮
族
（
凡
言
吁
者
，
皆
非
帝
意
。
咈
，
戻
。
圮
，
毀
。
族
，
類
也
。

言
鯀
性
很
戻
，
好
此
方
名
。
命
而
行
事
，
輒
毀
敗
善
類
。
咈
，
扶
弗
反
。
忿
戾
也
。
方
如
字
，
馬
云
，
方
，

放
也
，
徐
云
，
鄭
、
王
音
放
。
圮
音
皮
美
反
，
戻
音
力
計
反
）。
岳
曰
，
异
哉
，
試
可
乃
已
（
异
，
已
也
，
退

也
。
言
餘
人
盡
已
，
唯
鯀
可
試
，
無
成
乃
退
。
异
徐
云
鄭
音
異
孔
王
音
怡
）
。
帝
曰
，
往
欽
哉
（
勑
鯀
往
治
水
，

命
使
敬
其
事
。
堯
知
其
性
很
戻
圯
族
，
未
明
其
所
能
，
而
據
衆
言
可
試
，
故
遂
用
之
）。
九
載
績
用
弗
成
（
載
，

年
也
。
三
考
九
年
，
功
用
不
成
，
則
放
退
之
）。」（2

6

下
） 

『
孟
子
』
滕
文
公
上
「
當
堯
之
時
，
天
下
猶
未
平
，
洪
水
橫
流
，
氾
濫
於
天
下
，
草
木
暢
茂
，
禽
獸
繁
殖
，
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五
穀
不
登
，
禽
獸
逼
人
，
獸
蹄
鳥
迹
之
道
，
交
於
中
國
。
堯
獨
憂
之
，
擧
舜
而
敷
治
焉
。
舜
使
益
掌
火
，
益

烈
山
澤
而
焚
之
，
禽
獸
逃
匿
。
禹
疏
九
河
，
瀹
濟
漯
而
注
諸
海
，
決
汝
漢
，
排
淮
泗
，
而
注
之
江
。
然
後
中

國
可
得
而
食
也
。」 

○
湯
火
爲
灾 

『
呂
氏
春
秋
』
順
民
「
昔
者
，
湯
克
夏
而
正
天
下
，
天
大
旱
，
五
年
不
收
。
湯
乃
以
身
禱
於
桑
林
，
曰
‥
「
余

一
人
有
罪
，
無
及
萬
夫
。
萬
夫
有
罪
，
在
余
一
人
。
無
以
一
人
之
不
敏
，
使
上
帝
鬼
神
傷
民
之
命
。」
於
是
翦

其
髮
，
磨
其
手
，
以
身
爲
犧
牲
，
用
祈
福
於
上
帝
，
民
乃
甚
説
，
雨
乃
大
至
。
則
湯
達
乎
鬼
神
之
化
，
人
事

之
傳
也
。」（
校
釋4

7
9

） 

○
非
大
陽
九
、
大
百
六
也 

「
兵
疫
水
火
」
注
の
『
道
教
義
樞
』
卷
九
「
五
濁
義
」
を
参
照
。 

○
大
九
六
中
，
必
有
大
小
甲
申
，
甲
申
爲
期
，
鬼
對
人
也 

「
甲
申
」
は
三
統
暦
の
「
人
統
」
の
始
ま
り
。『
漢
書
』
律
暦
上
「
三
代
各
據
一
統
，
明
三
統
常
合
，
而
迭
爲

首
，
登
降
三
統
之
首
，
周
還
五
行
之
道
也
。
故
三
五
相
包
而
生
。
天
統
之
正
，
始
施
於
子
半
，
日
萌
色
赤
。

地
統
受
之
於
丑
初
，
日
肇
化
而
黃
，
至
丑
半
，
日
牙
化
而
白
。
人
統
受
之
於
寅
初
，
日
孽
成
而
黑
，
至
寅
半
，

日
生
成
而
青
。
天
施
復
於
子
，
地
化
自
丑
畢
於
辰
，
人
生
自
寅
成
於
申
。
故
暦
數
三
統
，
天
以
甲
子
，
地
以

甲
辰
，
人
以
甲
申
。」（9

8
4

～9
8
5

） 

「
大
小
甲
申
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
、
こ
の
後
の
本
書
本
巻
四
葉
に
見
え
る
。 

○
中
人
之
中
・
中
之
上
下 

『
太
平
經
抄
』
戊
部
卷
五
「
神
者
皆
以
規
正
，
其
根
太
相
，
太
相
繫
於
帝
王
，
因
以
正
天
行
之
。
其
次
根
繫

於
皇
后
，
因
以
順
地
理
。
中
根
繫
於
衆
聖
，
因
以
理
陰
陽
。
細
微
小
根
繫
於
庶
民
，
因
以
理
萬
物
。
大
人
爲

之
得
大
，
中
人
爲
之
得
中
，
小
人
爲
之
得
小
，
皆
可
有
正
也
。」 

呉
筠
『
玄
綱
論
』
天
禀
章
第
四
「
夫
道
本
無
動
靜
而
陰
陽
生
焉
，
氣
本
無
清
濁
而
天
地
形
焉
。
純
陽
赫
赫
在

乎
上
，
九
天
之
上
無
陰
也
。
純
陰
冥
冥
處
乎
下
，
九
地
之
下
無
陽
也
。
陰
陽
混
蒸
而
生
萬
有
。
生
萬
有
者
，

正
在
天
地
之
間
矣
。
故
氣
象
變
通
，
晦
明
有
類
。
陽
以
明
而
正
，
其
粹
為
眞
靈
，
陰
以
晦
而
邪
，
其
精
為
魔

魅
。
故
禀
陽
靈
生
者
爲
睿
哲
，
資
陰
魅
育
者
爲
頑
兇
。
睿
哲
惠
和
，
陽
好
生
也
。
頑
兇
悖
戾
，
陰
好
殺
也
。

或
善
或
否
，
二
氣
均
合
而
生
中
人
。
三
者
各
有
所
禀
，
而
教
安
施
乎
。
教
之
所
施
爲
中
人
爾
。
何
者
。
睿
哲

不
教
而
自
知
，
頑
兇
雖
教
而
不
移
。
此
皆
受
陰
陽
之
純
氣
者
也
。
亦
猶
火
可
滅
，
不
能
使
之
寒
，
冰
可
消
，

不
能
使
之
熱
，
理
固
然
矣
。
夫
中
人
爲
善
則
和
氣
應
，
爲
不
善
則
害
氣
集
。
故
積
善
有
餘
慶
，
積
惡
有
餘
殃
。

有
慶
有
殃
，
教
於
是
立
。」 

○
爲
惡
則
促
，
爲
善
則
延 

『
列
仙
傳
』
卷
上
「
卭
疏
」「
卭
疏
者
，
周
封
史
也
。
能
行
氣
錬
形
，
煑
石
體
而
服
之
，
謂
之
石
鍾
乳
。
至
數

百
年
往
來
入
太
室
山
中
有
卧
石
牀
枕
焉
。
八
珍
促
壽
，
五
石
延
生
。
卭
疏
得
之
，
錬
體
餌
精
。
人
以
百
年
，

行
邁
身
輕
。
寢
息
中
嶽
，
遊
歩
仙
庭
。」 

『
北
斉
書
』
卷
四
五
・
房
豹
傳
「
豹
曰
‥
「
夫
命
也
在
天
，
豈
人
理
所
能
延
促
。
公
若
實
有
災
眚
，
恐
非
禳

所
能
解
，
若
其
實
無
，
何
禳
之
有
。」
（6

4
5

） 

○
准
擬
淺
深 

『
抱
朴
子
』
外
篇
・
疾
謬
「
其
有
才
思
者
，
爲
人
也
，
猶
善
於
依
因
機
會
，
准
擬
體
例
，
引
古
喩
今
，
言
微

理
擧
，
雅
而
可
笑
，
中
而
不
傷
，
不
棖
人
之
所
諱
，
不
犯
人
之
所
惜
。」 

元
稹
「
董
逃
行
」（『
元
氏
長
慶
集
』
卷
二
三
）「
董
逃
董
逃
董
卓
逃
。
…
…
董
逃
董
逃
人
莫
喜
。
勝
負
相
環
相
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枕
倚
。
縫
綴
難
成
裁
破
易
。
何
況
曲
針
不
能
伸
巧
指
。
欲
學
裁
縫
須
凖
擬
。」 


